
【参考・「ノートを使って勉強する」という受験勉強方法について】 

 

今回は，「ノートを使って勉強する」という受験勉強方法に関しての参考の内容です。学んだ

ことの要点や要約をノートに書くうえでのポイントです。ここに書いたポイントは，建設部門

と総合技術監理部門を受験ときに実際に行っていたことです。「ノートを使って勉強しよう」と

思った方は参考にしてください。 

 

■視覚的な効果を考えて書く 

◆簡単な図解で書く 

文章だけではなく簡単な図解で書くことは書いた内容を頭の中に記憶するうえで効果のあ

る方法です。例えば，書いた内容を四角で囲んだり囲んだ各内容との関連を矢印で示した

りする程度の図解でも構いません。 

 

◆黒文字の万年筆で書く 

ノートに文字を書くとき黒文字の使い捨ての万年筆を使っていました。間違って書いたと

きには「×や打ち消し線」を付けて書き直しました。書いた本人がわかればよいのでこの

方法で問題ありません。なお，4 色ボールペンを使う方法もありますが，万年筆の方が書

きやすいので黒文字の万年筆を使っていました。 

 

◆色にコントラストをつける 

赤文字の万年筆，ラインマーカーあるいは色鉛筆と黒文字の万年筆とを組み合わせて内容

を書くと色のコントラストが明確になり強調したい箇所などがすぐにわかります。鉛筆で

はこれらの組み合わせのような明確なコントラストは出ません。赤文字の万年筆などと黒

文字の万年筆の組み合わせの方が強調したい内容が頭の中に残ります。 

 

■走り書き程度で書く注 1）・注 2） 

◆学んだことの要点や要約をノートに手で書く場合にはこれらを走り書き程度で書きます。走

り書き程度で書くのは，学んだことの要点や要約を丁寧に書くことに時間をかけるのではな

く学んだことの要点や要約を考えることに時間を使うためです。丁寧に書くことに頭を使っ

ていると学んだことの要点や要約を忘れることがあります。 

◆学んだことの要点や要約が頭の中で整理できたらこれらをすぐに走り書き程度でノートに書

き出します注 3）。頭の中で整理したことをすぐに書き出すことに慣れてくると,試験のときに
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も，解答の骨子，解答の要点あるいは要点の説明などを問題用紙の空スペースに書き出すよ

うになります。頭の中にあることを一度走り書き程度に書き出しその内容を確認してからそ

れを書くことで頭の中あることを確実に答案用紙に書くことができます。 

注 1):「技術士試験対策・ダウンロードコーナー」の中の「『自分の言葉で書く』という受

験勉強方法について」の資料を参照のこと 

注 2):「技術士試験対策・ダウンロードコーナー」の中の「『学んだことを整理して書く』

という受験勉強方法について」の資料を参照のこと 

注 3)：試験のときには解答を走り書き程度で書くことはできません。内容が明確に伝わる

文で解答を書く必要があります。日常業務の中で「内容が明確に伝わる文」を書く

トレーニングをしてください。この内容の詳細は「注 2」の資料を参照してくださ

い。 

 

次頁は，建設部門を受験したとき使っていたノートの一部です。黒文字と赤文字の万年筆，

ラインマーカーそして色鉛筆を使って内容を書きました。 

 

以 上 
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